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施設の名称（愛称）

本紙では、次の施設を呼称や愛称
で表示しています。

施設名 呼称・愛称
アステールプ
ラザ JMSアステールプラザ

まちづくり市
民交流プラザ 合人社ひと・まちプラザ

男女共同参画
推進センター ゆいぽーと

中央庭球場 広島翔洋テニスコート
こども文化科
学館・こども
図書館

5
ファイブデイズ
-Daysこども文化科学館・

こども図書館

総合屋内プー
ル ひろしんビッグウェーブ

東区スポーツ
センター

マエダハウジング東区
スポーツセンター

交通科学館 ヌマジ交通ミュージアム

くらしの
ガイド

記号の説明

対対象者　日日時　場会場
￥参加費な　

　ど　内内容　持持参物
申申込方法　問問い合わせ先
HP　ホームページ
■料金や申込方法の記載のない
ものは、無料、申込不要。１時間未
満の催しは、開始時間のみ記載。
休は、2月15日～3月14日までの
土・日曜日、祝・休日以外を休館日
としている場合に記載します。
■「高校生＊」は、高校生相当年齢
の人、「シニア」は65歳以上の人で
す。　※年齢の証明が必要

は高齢者いきいき活動ポイン 
ト、広域 は広域都市圏ポイントの対
象事業です。　※2つのポイントは
同時に受領できません

アカウント名
ryo_9396

■区役所ファクス
区 ファクス 区 ファクス
中 541-3835 安佐南 877-2299
東 262-6986 安佐北 815-3906
南 252-7179 安芸 822-8069
西 232-9783 佐伯 923-5098

■電話はできるだけ各課直通ダ
イヤルのご利用を。

▲フォトコンテスト入賞作品

市役所と各区役所の代表電話
は、☎082-245-2111（共通）

●催し名・講座名　●〒住所
●氏名（ふりがな）　●年齢（児童生
徒は学年も）　●電話番号
●その他記載事項
※往復はがきの場合は返信面も明記

返
信
先

必要事項な　
　ど

（裏の往信面 
に宛先を）

申し込みの際の必要事項

福祉・健康
障害者のためのパソコン
講習会（上級者向け）

対市内に在住か通勤・通学の障
害者。介助者の同伴は1人可 

講座名 曜日 期間（回数） 時間
聴覚・上肢障
害者対応 月 3/2～23（4）13：00～

17：00

場心身障害者福祉センター（東
区光町二丁目1-5）
申2月17日㈪～25日㈫に、情報シ
ンフォニー（T502-6112、F502-
6097）ヘ。先着5人

20歳になったら国民年金
の届け出を

　20歳以上60歳未満の国内に住
む全ての人は、国民年金に加入
する義務があります。学生も対
象です。
　経済的な理由などで国民年金
保険料を納めることが困難な場
合には、申請により保険料の全
額または一部の納付が免除され
る「免除制度」や、保険料の納付
が猶予される「納付猶予制度」、
「学生納付特例制度」がありま
す。お気軽にご相談ください。
問区保険年金課（Ｆは6㌻左）
区 電話 区 電話
中 504-2556 安佐南 831-4931
東 568-7712 安佐北 819-3910
南 250-8944 安芸 821-4910
西 532-0935 佐伯 943-9713

心身障害者福祉センター
ミニテニス大会

対小学生以上の全障害児（者）
（視覚障害者は除く）と障害のな
い人
日3月20日㈷午前10時～午後5時
場同センター　内ダブルス戦
申直接か、はがきに必要事項（6
㌻左参照）、性別、障害の有無（障
害名）、ペアの場合はペアの氏名

（個人の場合は、同センターでペ
アを決定）を記入し、同センター
（〒732-0052 東区光町二丁目
1-5）へ。先着20組　
問同センター（T261-2333、F261-
7789）　休水曜日、2月25日

講座・講習会
市立大学芸術学部社会人講
座（工芸・版画通年コース）

対次のいずれかに該当する人
●芸術系の教育機関で就学　

●美術団体に所属　●工芸産業
界の専門職に従事　●工芸・版
画に関して芸術学部3年生相当
以上の知識・技術を持つ
日4月7日～来年1月15日（夏
季・冬季の休業期間は除く）の火
～金曜日、午前10時～午後6時。
そのうち、①週4日、②週3日、
③週2日、④週1日
内金工、染織、漆

うるし

、版画
￥①21万2000円、②17万2000円、
③13万2000円、④9万2000円
申所定の申請書、履歴書、自分の
作品記録（ポートフォリオ）など
を、3月6日㈮（必着）までに、同
大学社会連携センターへ。申請
書は、同大学（安佐南区大塚東三
丁目4-1）、公民館などで。同大
学HPでも入手可。選考10人（各
分野若干名）
問同大学社会連携センター（Ｔ
830-1764、Ｆ830-1555）

家庭問題無料相談会・講
演会（託児つき）

日3月1日㈰午前10時～午後4
時　場県民文化センター（中区
大手町一丁目5-3）
内離婚・養育費・面会交流などの
問題について弁護士、元調停委
員などによる個別相談と講演会
申2月21日㈮までにF

エフピック

PIC広島
ファミリー相談室（ＴＦ246-
7520、土・日曜日、祝・休日を除く
午後1時半～4時半）へ

シニア大学の入学生募集

対4月1日時点で65歳以上の、
市内に在住のボランティア活動
などに興味のある人
日6月～来年3月の原則第2・
4木曜日、午後1時半～3時。全
19回　場市総合福祉センター

（南区松原町5-1）
内福祉、健康、生きがいなどの講
座、班活動、同大学自治会や各種

サークル活動な　
　ど

￥教材費など実費
申往復はがきに、必要事項（6
㌻左参照）、生年月日、性別を記
入し、2月28日㈮（消印有効）ま
でに、市社会福祉協議会（〒732-
0822 南区松原町5-1）へ。抽選
150人程度
問同会（Ｔ264-6404、Ｆ264-6413）

シルバー人材センター 
入会説明会

対市内に在住で満60歳以上の働
く意欲のある人　

日時 場所
●①2/25㈫
14：00から

シルバー人材センター本
部（中区西白島町23-9）

●②2/26㈬
14：00から

安佐南区民文化センター
（安佐南区中筋一丁目22-
17）

●③2/27㈭
14：00から

宇品公民館（南区宇品御
幸四丁目1-2）

※説明会は各1時間程度
【入会希望者の持】写真2枚（3
×2.5㌢）、印鑑、年会費（1,800
円。1月～3月入会は入会年度
に限り免除）
申同センター本部（T223-1156、
F223-8528）へ。先着①③各50
人、②35人

シルバー人材センターによる
植木スクール(せん定講習)

対次の全てに該当する人　●市
内に在住の60歳以上　●事前説
明会と全ての講習に出席できる
●実習道具を準備できる（新規
購入の場合約3万円程度必要）　
●受講修了後に同センターのせ
ん定業務に従事できる　※同セ
ンターへの会員登録が必要　
●せん定道具（三脚な　

　ど）を運搬す
る車両を有することができる
【事前説明会の日／場】2月26日
㈬午前10時～正午／同センター
（中区西白島町23-9）
【講習会の日】5月中旬～7月中

旬と9月初旬～10月初旬の計約
50日間
申2月17日㈪から直接か電話、
ファクスで同センター（Ｔ223-
1156、Ｆ223-8528）へ。面談によ
り若干名を選考

「耳の日」記念　市民公開講座

日3月1日㈰午後1時半～2時
50分（午後1時10分受け付け開
始）　場県医師会館（東区二葉の
里三丁目2-3）
内難聴に関する講演会と相談会

（講演会終了後）
問日本耳鼻咽喉科学会広島県地
方部会事務局（広島大学耳鼻科
内、T257-5252、F257-5254）

H
ハ イ ケ ア

ICARE講演会「被爆の研
究とみなさんの生活」

日2月22日㈯午後1時半～3時
40分
場国際会議場（中区中島町1-5）
内放射線影響研究所理事長・丹

に わ

羽
太
おおつら

貫氏と広島大学原爆放射線医
科学研究所長・田代聡

さとし

氏による
講演
申当日会場で。先着180人
問HICARE事務局（県被爆者支援
課内、Ｔ228-9901、F228-3277）

パソコン講座「パワーポイント
を始めてみよう」

対パソコンの基本操作ができる人
日3月1日～22日の日曜日、午後
1時半～3時半。全4回
場合人社ひと・まちプラザ
￥4,500円（テキスト代込み）
申往復はがきかファクスで、必要
事項（6㌻左参照）と託児（1歳半
～未就学児）希望者は子どもの年
齢を記入し、2月20日㈭（必着）ま
でに、同プラザ（〒730-0036 中区
袋町6-36）へ。抽選38人
問同プラザ（Ｔ545-3911、Ｆ545-
3838）　休2月17日

2月24日（休・月）の 
家庭ごみの収集

●「可燃ごみ」と「ペットボト
ル・リサイクルプラ」の収集は
ありません　●「資源ごみ・有
害ごみ」、「不燃ごみ」、「その他
プラ」は通常どおり収集します
問各環境事業所、業務第一課

（T504-2220、F504-2229）

テレビ広報番組
野々村真の
広島！魅力発見

中国
放送

土曜日
21：54
〜21：58

15日 ゲンビ特別展「アカルイ カテイ」を調査！
22日 旧日本銀行広島支店を調査！
29日 ひろしま北里山キングを調査

カープ家の
ひろしま生活

広島
テレビ

日曜日
21：54
〜21：58

16日 第６回エキキタ・スイーツラリー
23日 いい店ひろしま顕彰事業

＊放送局の番組編成の都合などにより、急きょ放送日時、内容を変更する場合があります

　1月末に、保護者（世帯主）宛て
に、入学する学校と期日を指定し
た入学通知書を郵送しました。大
切に保管し、4月1日㈬の入学受
付日（入学式ではありません）に、
指定された学校へ提出してくだ
さい。入学通知書
が届いていない、
または紛失した
場合は、教育委員
会学事課へご連
絡ください。
■転居するとき
●市内での転居
　転居手続きが3月13日㈮まで
の場合は、新しい入学通知書を
後日郵送します。3月16日㈪以降
は、区市民課か出張所で新しい
入学通知書を直接お渡しします。
●市外への転出
　転出先の教育委員会などへお
問い合わせください。
■国・県・私立学校などへ入学す
るとき
　入学が決まったら、入学通知
書と入学承諾書（入学する学校
が発行）を学事課、または区市民
課か出張所へ提出してください。

入学通知書に記載の指定小学校
（小学校入学の場合）か在学中の
市立小学校へも提出できます。
■障害のある子どもの入学
　障害があり、教育上の特別な
配慮を必要とする場合は、次の
いずれかへご相談ください。
●青少年総合相談センター（中
区国泰寺町一丁目4-15　Ｔ
504-2197）
●同センター分室（東区光町二
丁目15-55　児童総合相談セン
ター内　Ｔ264-0422）
■外国籍の子どもの入学
　日本国籍を持たない新入学を
迎える子どもの保護者で、市立
の小・中学校などへの入学を希
望する人は、学事課へご連絡く
ださい。すでに入学申請を行っ
た人は必要ありません。
■特別な理由があるとき
　4月以降に市内で転居の予定
があるなど、指定された学校に
入学することが困難な一定の理
由がある場合は、学事課へご相
談ください。
問教育委員会学事課（Ｔ504-
2469、Ｆ504-2509）

■学用品費や学校給食費などの
就学援助を行っています
対次のいずれかに該当する人

（所得要件などがあります）
①市立の小・中学校、中等教育学
校前期課程か特別支援学校の
小・中学部に在学する児童生徒
の保護者　②他の市町村立の
小・中学校か中等教育学校前期
課程に在学する児童生徒の保護
者で市内在住の人　③国、県、私
立の小・中学校か中等教育学校
前期課程に在学する児童生徒の
保護者で市内在住の人
【援助の種類】学用品費、野外活
動費、修学旅行費、学校給食費、
学校病医療費(学校保健安全法
指定の疾病に限る)な　

　ど。ただし、
次に該当する場合は、援助の種
類が限定されます。
●生活保護を受けている　
●特別支援学校に在学している
●①に該当し市外に在住している
●②、③に該当する
※詳しくは、各学校で配布する
お知らせをご覧ください
問各学校、教育委員会学事課（Ｔ
504-2469、Ｆ504-2509）

4月に小・中学校などへ入学する
子どもの保護者の皆さんへ 入学通知書は届きましたか


